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Promessi sposi, 1827，伊）で 1630年頃にミラノの街を襲ったペスト禍を描
いている。
































































































































































⑺ Albert Camus, La Peste, in Albert Camus, Œuvres complètes II, 1944-1948,





















































































⑽ Albert Camus, «Le Minotaure ou la Halte d’Oran», L’Été, in Albert Camus,



























































⒂ 拙論「『ペスト』と『スローターハウス 5』」，『カミュ研究』第 2巻，日本カミュ研
究会／青山社，1996, pp.37-52.


























⒄ La Peste, p.125.































⒇ La Peste, p.177. なお，リウーのこの言葉はカミュの『結婚』に収められたエセー
「チパザでの結婚」の一節「幸福になることを恥じることはない」（«Noces à Ti-
pasa», Noces, in Albert Camus, Œuvres complètes I, 1931-1944, Gallimard,
«Bibliothèque de la Pléiade», p.108）を思わせる。





























22 La Peste, p.126.
















































































































27 Albert Camus, L’État de siège, in Albert Camus, Œuvres complètes II, 1944-



























29 筆者は 2014年 3月に兵庫県立ピッコロ演劇学校研究科の卒業公演で『戒厳令』の
翻案「風が止んだ日」の上演に参加しペスト役を演じた。その模様については，拙
論「芝居ができるまで：アルベール・カミュの『戒厳令』の場合」（『人文論究』第
64巻第 1号，関西学院大学人文学会，2014年 5月，pp.153-173）をご参照いただ
きたい。
１３９新型コロナウイルスとカミュの『ペスト』
性に変え，ヌードシーンまで付け加えたことであるが，これもわからなくはな
い。『ペスト』の登場人物は男性ばかりで，女性の登場人物はリウーの母親く
らいしかいない。それではあまりに色気がないと考えた製作陣がそのような改
変を行なったのであろう。
より重大と思われるのは，パヌルー神父の死に方を変えたことである。パヌ
ルー神父は当初ペストをおごり高ぶった人間に神が与える罰と考え，教会の説
教で人々に悔悛を説くが，保健隊に参加し少年の死に立ち会ったことをきっか
けに考えを変える人物である。自らの信仰に疑いをもつに至ったパヌルーは，
それを打ち消すかのように最前線での仕事を志願し，ある日熱を出すが，一切
の診察・治療を拒否して死んでいく。彼がペストで死んだのかどうかは誰にも
わからない。彼のカルテにはただ「疑わしい症例」とのみ記入されるのだが，
映画『プレイグ』はこれを改変し，少年の死に衝撃を受けたパヌルーが錯乱
し，ペストで死んだ者たちのために掘った穴に自ら横たわり，ショベルカーで
上から土をかけろと命じるという原作には全くないシーンを付け加えた。しか
し，カトリックにおいて自殺は重大な罪であり，たとえ我を失っているとして
も神父であるパヌルーがそのようなことをするはずはない。視覚に訴える派手
なシーンを作りたかったのかもしれないが，これは改悪と言うべきであろう。
さらに重大なのはタルーの死に方を改変したことである。タルーは，皮肉に
もペストの感染が収まりかけた頃に罹患し，リウーとリウーの母親とに看取ら
れながら死んでいく。タルーの死とそれに続く通夜のシーンは非常に感動的な
場面だが，映画はそれを根本から変えてしまった。
ペストが終息し街の門が開かれ，人々が喜びに沸いているとき，それを苦々
しく思っている人間が一人いる。コタールである。コタールは若い頃，犯罪を
犯し警察に追われているため，ペストを歓迎した。ペストで町が閉鎖されてい
る限り，警察が彼を逮捕しに来ることはないからだ。町の閉鎖が解かれたこと
に絶望したコタールはアパートの窓から無差別に発砲する──というところま
では原作通りである。
ところが映画は，たまたま近くを通りかかったタルーが流れ弾に当たって死
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ぬという場面を付け加えた。ペストを生き抜いたタルーがあっけなく不慮の事
故で死んでしまうということで死の不条理性を表現したつもりなのかもしれな
いが，これでは台無しである。
小説を映画化するということは，原作に対して一つの解釈を与えることであ
る。映画『プレイグ』はカミュの『ペスト』に対する一つの解釈を提示してい
るとは言えるが，『ペスト』の精神に忠実とは言い難い映画と言うべきだろう。
＊ ＊ ＊
この原稿を書いている 2021年 3月現在も新型コロナウイルスの感染はまだ
続いている。感染が終息し以前の平穏な日々が戻ってくること，『ペスト』の
語り手が述べているように「人間の中には軽蔑すべきものよりも賛美すべきも
のの方が多い」ということを災害の中で学んだと言える日が来ることを切に願
いながら筆をおくこととしたい。
──文学部教授──
１４１新型コロナウイルスとカミュの『ペスト』
